
窒
素
は
、
樹
木
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
の
生

き
物
が
、
か
ら
だ
を
つ
く
っ
て
成
長
す
る
た
め

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
栄
養
分
で
す
。

通
常
の
森
林
に
お
い
て
窒
素
は
土
壌
と
樹
木

の
間
で
循
環
し
て
い
る
も
の
の
、
た
い
て
い
は

不
足
気
味
の
元
素
で
、
森
林
外
に
流
出
す
る
量

も
わ
ず
か
で
す
。
し
か
し
、
人
間
活
動
に
よ
っ

て
大
気
に
排
出
さ
れ
た
窒
素
化
合
物
が
、
長
年

に
わ
た
り
多
量
に
流
入
し
た
大
都
市
周
辺
の
森

林
で
は
、
渓
流
水
中
の
窒
素
（
大
部
分
は
硝
酸
イ

オ
ン
）
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
い
う
異
変
が
起

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
森
林
生
態
系
が
必
要

と
す
る
量
を
大
き
く
上
ま
わ
る
窒
素
の
流
入
に

よ
っ
て
窒
素
の
循
環
が
乱
さ
れ
、
使
い
切
れ
な

く
な
っ
た
窒
素
が
流
出
し
て
い
る
状
態
で
、
森

林
の
「
窒
素
飽
和
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

窒
素
の
流
入
が
多
く
窒
素
飽
和
化
し
て
い
る

茨
城
県
の
筑
波
山
麓
の
森
林
と
、
窒
素
の
流
入

が
少
な
く
窒
素
飽
和
化
し
て
い
な
い
同
じ
茨
城

県
の
城
里
の
森
林
の
渓
流
水
中
の
硝
酸
イ
オ
ン

濃
度
を
比
較
す
る
と
、
筑
波
山
麓
で
は
城
里
の

約
10
倍
の
高
濃
度
で
、
筑
波
山
麓
の
渓
流
の
下

流
に
あ
た
る
恋
瀬
川
本
流
と
ほ
ぼ
同
じ
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
恋
瀬
川

は
富
栄
養
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
霞
ケ
浦
に

注
ぐ
河
川
の
一
つ
で
す
。

森
林
か
ら
の
渓
流
水
に
は
本
来
、
下
流
の
農

業
生
産
等
に
よ
り
河
川
に
負
荷
さ
れ
る
窒
素
を

希
釈
す
る
働
き
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
こ

の
調
査
か
ら
、
筑
波
山
麓
の
森
林
で
は
そ
の
働

き
が
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆

さ
れ
、
今
後
も
注
意
深
く
監
視
を
続
け
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
２
０
２
２
年
7
月
8
日
の
公
開
講
座
か
ら
）

大気からの窒素流入が多い
森林の渓流水

小林 政広 Kobayashi Masahiro

立地環境研究領域

令 和 ５ 年 度 　 森 林 講 座 の お 知 ら せ

スギを用いた着雪の野外実験の様子
（撮影：勝島隆史）

講演の様子は、
YouTube「森林総研チャンネル」で公開しています。

で
、
こ
の
遺
伝
子
の
わ
ず
か
１
つ
の
塩
基

が
変
異
す
る
こ
と
で
花
粉
が
成
熟
す
る
直

前
に
異
常
が
生
じ
て
無
花
粉
に
な
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
無
花

粉
ス
ギ
は
、
Ｍ
Ｓ
１
の
雌
花
に
有
花
粉
の

ス
ギ
を
か
け
あ
わ
せ
る
こ
と
で
種
子
を
得

て
苗
木
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

Ｍ
Ｓ
４
を
使
用
す
る
選
択
肢
が
増
え
た
こ

と
で
、
新
し
い
無
花
粉
ス
ギ
の
育
種
や
生

産
の
増
大
に
つ
な
が
る
と
想
定
さ
れ
、
花

粉
症
対
策
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
ま
す
。

（
本
研
究
成
果
は
、
２
０
２
３
年
８
月
８
日
に P

N
A

S 

N
e

xu
s

誌
で
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
ま
し
た
）

●
大
雪
に
よ
る
倒
木
の
危
険
性
評
価
の
た

め
の
着
雪
モ
デ
ル
を
開
発
―
比
較
的
温
暖

な
積
雪
地
で
の
着
雪
量
の
推
定
精
度
が
向
上
―

大
雪
に
よ
る
倒
木
は
、
木
材
生
産
に
対

す
る
経
済
損
失
の
み
な
ら
ず
、
送
配
電
設

備
の
被
害
に
よ
る
停
電
や
道
路
の
通
行
止

め
、
鉄
道
の
運
休
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
大
雪
に

よ
る
倒
木
の
危
険
性
を
評
価
す
る
に
は
、

時
々
刻
々
と
変
化
す
る
樹
木
の
着
雪
量（
降

雪
に
よ
り
ス
ギ
に
付
着
す
る
雪
の
量
）
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

森
林
総
合
研
究
所
と
富
山
県

農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン

タ
ー
森
林
研
究
所
、
同
農
林

水
産
公
社
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
新
潟
県
に
お
い
て
着
雪

量
を
測
定
し
、
気
象
デ
ー
タ

か
ら
ス
ギ
へ
の
着
雪
量
を
推

定
す
る
着
雪
モ
デ
ル
を
新
た

に
開
発
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

大
雪
に
よ
る
倒
木
の
危
険
性

を
評
価
し
て
〝
見
え
る
化
〟

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

◀持続可能な開発目標 (SDGs）

森林総合研究所は、森林・林業・木

材産業等の幅広い研究を通して、国

連の持続可能な開発目標（SDGs）

の達成に積極的に貢献しています。

該当する目標と記事のページ数は、

左記の通りです。

P.16, 18 P.3, 8, 14, 16, 
 18

P.16

P.3, 8, 14, 16, 
 18, 20

森
林
総
合
研
究
所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

●
無
花
粉
ス
ギ
の
原
因
遺
伝
子
を
新
た
に

特
定
―
花
粉
症
対
策
を
加
速
―

ス
ギ
花
粉
症
患
者
は
年
々
増
加
し
、
い

ま
や
日
本
人
の
約
４
割
が
罹り

患か
ん

し
て
い
る

と
も
い
わ
れ
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ギ
花
粉
症
へ
の
対
策

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
花
粉
発

生
源
を
減
少
さ
せ
る
無
花
粉
ス
ギ
へ
の
植

え
替
え
で
す
。
無
花
粉
ス
ギ
と
は
、
花
粉

の
形
成
に
異
常
が
生
じ
る
こ
と
で
花
粉
を

飛
散
さ
せ
な
い
ス
ギ
の
こ
と
で
す
。
無
花

粉
ス
ギ
の
遺
伝
子
を
特
定
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
無
花
粉
ス
ギ
の
苗
木
の
生
産
効

率
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
無

花
粉
ス
ギ
の
遺
伝
子
は
こ
れ
ま
で
Ｍ
Ｓ
１

か
ら
Ｍ
Ｓ
４
ま
で
の
４
つ
の
存
在
が
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｓ
１
以
外
の
遺
伝

子
の
正
体
は
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
、森
林
総
合
研
究
所
、新
潟
大
学
、

東
京
大
学
、
新
潟
県
森
林
研
究
所
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
新
た
に
Ｍ
Ｓ
４
の
特
定
に

成
功
し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｓ
４
は
、
花
粉
壁
の

生
成
に
関
わ
る
酵
素
を
合
成
す
る
遺
伝
子

お問い合わせ
森林総合研究所
企画部　広報普及科　広報係　
TEL　029-829-8372
Emall　kouho@ffpri.affrc.go.jp

プレスリリース等の最新
情報はこちらから→

https://www.ffpri.affrc.
go.jp/index-r.html

時間◉13時15分〜15時
お申込の受付は各講座開催日の前月の1日から。
受付は先着順で、講座開催日の1週間前が締切と
なります。ご希望の講座名・郵便番号・住所・氏名・
電話番号・参加希望者数をご記入の上、往復はが
き、または電子メールでお申し込みください。
お申込1通に対し、1講座3名までの受付とさせて
いただきます。
最新情報はホームページをご確認ください。

◆お問い合わせ
〒193-0843 東京都八王子市廿里町1833-81

多摩森林科学園
電話番号：042-661-1121

国立公園にはいろいろな名所
がありますが、どんなところが
人気なのでしょうか？　ビッ
グデータを使って研究所から
出ずに調べてみました。
遠方の方でもご参加いただけ
ます。お楽しみに！ 

HP ： https://www.ffpri.affrc.go.jp/tmk/index.html

E-mail ： shinrinkouza@ffpri.affrc.go.jp ▲森林講座申込み

「ビッグデータで調べる国立公園の人気スポット」
小黒 芳生 （森林植生研究領域）

1月18日（木曜日）　オンライン開催

正常なスギの雄花（左側）では多くの粉状の花粉が
確認できるが（A）、MS4タイプの無花粉スギ（右側）
では確認できない（B）。また、花粉を電子顕微鏡
で観察すると、正常なスギは楕円体にパピラと呼
ばれる突起（赤い矢印）のついた特徴的な形が観察
されるが（C）、無花粉スギでは粒子がつぶれてお
り、飛散する能力がないと考えられる（D）。

正常なスギ

1mm

5µm

雄
花（
断
面
）

花
粉

無花粉スギ（MS4）

や
、
倒
木
予
防
の
た
め
の
雪
に
強
い
森
林

づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
が
る
成
果
で
す
。

樹
木
へ
の
着
雪
量
を
推
定
す
る
従
来
の

モ
デ
ル
は
、
寒
冷
な
カ
ナ
ダ
の
北
方
林
で

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
開
発
さ
れ
て
お
り
、

気
温
０
℃
前
後
に
お
け
る
雪
の
性
質
の
変

化
を
考
慮
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
新
潟
県
に
お
い
て
ス
ギ

を
用
い
た
樹
木
の
着
雪
の
野
外
実
験
を
行

い
、
着
雪
の
成
長
や
落
下
の
過
程
に
及
ぼ

す
気
象
の
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
。
実
験

か
ら
、
気
温
-3
～
０
℃
で
の
降
雪
は
樹
木

に
付
着
し
や
す
い
こ
と
、
０
℃
以
上
で
の

気
温
や
日
射
量
に
比
例
し
て
着
雪
の
融
解

に
よ
る
落
下
量
が
多
く
な
る
こ
と
等
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
野
外
実
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と

に
、
気
象
デ
ー
タ
か
ら
ス
ギ
へ
の
着
雪
量

を
推
定
す
る
着
雪
モ
デ
ル
を
新
た
に
開
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
州
以
南
の

中
山
間
地
の
よ
う
な
積
雪
地
と
し
て
は
比

較
的
温
暖
な
地
域
に
お
け
る
着
雪
量
の
推

定
精
度
の
大
幅
な
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

（
本
研
究
成
果
は
、
２
０
２
３
年
６
月
14
日
に H

yd
r

o
lo

g
ic

a
l P

ro
c
e

sse
s

誌
で
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ

れ
ま
し
た
）

２
０
２
３
年
度
公
開
講
演
会

２
０
２
３
年
10
月
11
日
に
一
橋
大
学
一

橋
講
堂
に
お
い
て
公
開
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
は
「
持
続
可
能
な
豊
か
な
森
を
築

く
―
資
源
を
提
供
し
て
く
れ
る
森
を
築
く

た
め
に
今
必
要
な
事
―
」
を
テ
ー
マ
に
森

林
総
合
研
究
所
研
究
員
６
名
が
、
用
材
と

し
て
利
用
す
る
針
葉
樹
・
広
葉
樹
を
ど
う

循
環
利
用
で
き
る
か
、
コ
ス
ト
面
や
技
術

展
開
を
通
し
て
解
説
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

宇
都
木
玄
研
究
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
木
材
利
用
を
行
な
う
森
林

の
た
め
に
、
そ
の
理
想
像
は

予
定
調
和

は
成
り
立
つ
の
か
」
を
行
い
、
こ
れ
か
ら

の
林
業
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。講

演
会
に
関
す
る
ご
質
問
お
よ
び
回
答

を
特
設
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

奄美群島国立公園内のマングローブ

原生林（奄美大島・住用）
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窒素飽和化している筑波山麓の森林と窒素飽和化していない城里の森林の渓流水、

筑波山麓の森林の下流の恋瀬川の河川水の硝酸イオン濃度 （2018年の毎月の値の平均）

筑波山麓渓流水

（mg/L）

硝
酸
イ
オ
ン
濃
度

城里渓流水 恋瀬川河川水
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